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◆
募
集
人
員　
10
人

◆
応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤

　
の
18
歳
以
上
の
女
性

◆
主
な
活
動

○
地
域
住
民
へ
の
応
急
手
当
指
導

○
消
防
団
が
行
う
主
要
行
事
へ
の

　
参
加

○
火
災
予
防
、
地
域
防
災
に
関
す

　
る
広
報
・
啓
発
活
動

※
消
火
活
動
に
は
従
事
し
ま
せ
ん
。

◆
処
遇
な
ど

　
消
防
団
員
は
、
非
常
勤
（
特
別

職
）
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
団
員
に
は
、
消
防
団
活
動
の
対

価
と
し
て
年
報
酬
や
費
用
弁
償
、

活
動
時
の
け
が
な
ど
に
対
す
る
公

務
災
害
補
償
、
一
定
年
数
以
上
勤

続
し
た
団
員
に
対
す
る
退
職
報
償

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
消
防

団
活
動
に
必
要
な
被
服
も
貸
与
さ

れ
ま
す
。

◆
応
募
方
法

　
各
消
防
署
に
あ
る
入
団
届
な
ど

の
書
類
に
所
定
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　
消
防
本
部
消
防
救
急
課

　
☎
24
・
９
１
１
５

　
ＦＡＸ
24
・
９
１
１
１

　
各
消
防
署

女性消防団員募集 　伊賀市消防団では、女性消防団員を募集しています。
地域の安心・安全を守り、災害に強いまちづくりのた
めに、あなたの力を貸してください。

消
防
出
初
式

　

１
月
14
日
（
月
・
祝
）、
防
火
の
意
識
を

高
め
よ
う
と
、
県
立
ゆ
め
ド
ー
ム
う
え
の

で
、
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
を
行
い
ま

し
た
。
消
防
団
員
を
は
じ
め
、
消
防
職
員

な
ど
お
よ
そ
９
０
０
人
が
屋
内
第
一
競
技

場
に
集
合
し
、
山
中
消
防
長
の
開
式
の
こ

と
ば
で
式
典
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

伊
賀
市
消
防
団
は
、
昨
年
２
月
、
日
本

消
防
協
会
定
例
表
彰
で
「
特
別
表
彰
ま
と

い
」
を
受
章
し
ま
し
た
。
ま
と
い
は
、
長
さ

２
．
１
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
９
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

頭
部
は
金
箔
張
り
と
い
う
も
の
で
、
全
国

の
２
２
６
３
の
消
防
団
の
中
か
ら
、
特
別

表
彰
と
し
て
選
ば
れ
た
10
消
防
団
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
藍
綬
褒

章
を
受
章
し
た
副
団

長
の
紹
介
を
し
ま
し

た
。
昨
年
春
に
福
原

副
団
長
が
、
ま
た
同

年
の
秋
に
市
川
副
団

長
が
、
消
防
功
績
を

認
め
ら
れ
受
章
し
ま

し
た
。
次
に
、
通
常

点
検
を
行
い
、
岡
本

市
長
と
辻
上
副
市
長

が
、
消
防
職
員
や
消

防
団
員
の
姿
勢
や
服

装
を
点
検
し
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
昨
年

度
で
退
団
し
た
団
員

へ
の
感
謝
状
贈
呈
に

続
き
、
優
良
消
防
団

員
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。
点
検
者
で
あ

る
岡
本
市
長
は
、「
近

年
、
自
主
防
災
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
消
防
人
と
し

て
の
自
覚
を
強
く
の

ぞ
み
ま
す
」
と
訓
示

を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
11
月
に
市
内
の

中
心
市
街
地
で
火
災

が
起
こ
っ
た
こ
と
に

触
れ
、「
大
変
な
火

事
が
起
こ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
ひ
と

り
の
け
が
人
も
出
さ

な
か
っ
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
あ
と
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
た

ち
が
、
忍
ジ
ャ
ー
ズ
ダ
ン
ス・チ
ャ
イ
ル
ド
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
披
露
し
、「
焚
き
火
は
し
ま
せ
ん
、

火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
、
守
り
ま
す
」
と
、
声

を
そ
ろ
え
て
防
火
の
誓
い
を
し
ま
し
た
。
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火災の概要 平成24年平成23年 増　減

火災件数

建物火災 25 24 1
林野火災 5 7 △ 2
車両火災 7 6 1
その他火災 12 21 △ 9
合　計 49 58 △ 9

焼損面積 建物火災（㎡） 2,638 817 1,821
林野火災（ａ） 64 44 20

死傷者 焼死者（人） 3 3 0
負傷者（人） 12 11 1

主な原因
など

枯草焼き 10 11 △ 1
車両の故障・事故など 3 2 1
放火・放火の疑い 2 2 0
電気機器・配線 5 4 1
たばこ 2 5 △ 3
ストーブ 3 4 △ 1
たき火 3 6 △ 3

救急の概要 平成24年平成23年 増　減

事故種別
（件）

火　災 17 11 6
水　難 3 6 △ 3
交通事故 480 539 △ 59
労働災害 83 102 △ 19
運動競技 19 22 △ 3
一般負傷 736 718 18
加　害 21 26 △ 5
自損行為 53 52 1
急　病 3,018 2,824 194
転院搬送 407 475 △ 68
医師搬送 1 0 1
その他 6 8 △ 2
合　計 4,844 4,783 61

※平成 24年の件数は暫定値のため、数値を変更することがあ
　ります。

救助の概要 平成24年平成23年 増　減

事故種別
（件）

火　災 0 1 △ 1
交通事故 30 40 △ 10
水難事故 3 9 △ 6

機械による事故 1 2 △ 1
建物などによる事故 3 2 1
風水害等自然災害事故 1 0 1
その他の事故 11 5 6
合　計 49 59 △ 10

　昨年のレスキュー隊が出場した件数は49件で、
前年に比べ 10件減少となりました。

救助の概要３

問い合わせ ◆火災関係　消防本部予防課　☎ 24-9105　℻   24-9111
◆救急救助関係　消防本部消防救急課　☎24-9116　℻  24-9111

火災 救急 救助伊賀市消防本部の の概要平成24年

　昨年の救急車が出場し
た件数は 4,844 件で、前
年に比べ 61 件増加とな
りました。
　搬送した人数は 4,380 人で、前年に比べて
24人の増加となりました。
　市内で救急車が出場した件数は１日あたり平
均約13件で、市民の約20人に１人が救急車を
利用したことになります。

　救急車を呼ぶほどでもない場合、判断に迷うと
き、また、かかりつけ医や伊賀市応急診療所が
診療時間外のときは、伊賀市相談ダイヤル24や、
医療情報センター（☎24-1199）を利用しましょう。
　救急車や救急医療は限りある資源です。いざ
というときの皆さん自身の安心のために、救急
車の適正利用にご協力をお願いします。

救急の概要２

火災の概要１
　昨年の火災件数は 49件で、前年に比べ 9件
の減少となりました。
　これは、およそ 7.4 日に１件の割合で火災が
発生したことになります。　

　住宅用火災警報器を設置することが義務化さ
れましたが、警報音により火災に早く気づき被
害を最小限にとどめた事例が、県内各消防本部
より報告されています。

　当消防本部管内でも、住宅
用火災警報器を設置していれ
ば被害を軽減できたと思われ
る火災が目立ちます。
　住宅用火災警報器の設置が
まだのご家庭は、早期の設置
をお願いします。


